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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 29,863 6.5 1,563 163.1 1,729 143.0 1,063 126.7
25年3月期第3四半期 28,043 △0.3 594 △20.5 711 △18.0 469 14.4

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 1,384百万円 （258.7％） 25年3月期第3四半期 386百万円 （61.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 12.67 ―
25年3月期第3四半期 5.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 48,579 22,451 45.7 264.68
25年3月期 47,314 21,319 44.6 251.21
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 22,212百万円 25年3月期 21,082百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
26年3月期 ― ― ―
26年3月期（予想） 3.00 3.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,300 12.6 2,910 59.1 3,060 57.4 1,890 39.0 22.52



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
詳細は、添付資料Ｐ．４ 「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」 をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引

法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想につきましては現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではあり

ません。実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 85,382,196 株 25年3月期 85,382,196 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 1,461,929 株 25年3月期 1,457,290 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 83,922,102 株 25年3月期3Q 83,925,554 株
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（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、各種経済政策が下支えする中、円安の進行、公共投資の底堅

い推移等から企業の業況は幅広く改善し、設備投資も持ち直しの動きがみられました。また、消費税率引上げに伴

う駆け込み需要もあり個人消費が緩やかに増加するなど、景気は緩やかに回復しました。

このような状況の下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、船舶港湾機器事業は、

内航船市場、海外市場及び保守サービスが順調であったことなどから、受注は前年同期を上回りましたが、国内外

の商船市場が低迷していることなどから、売上は前年同期を下回りました。油空圧機器事業は、建機市場及び海外

市場が好調であったことなどから、受注、売上ともに前年同期を上回りました。流体機器事業は、官需市場が順調

に推移したことから、受注は前年同期を上回りましたが、例年に比べ第４四半期への集中度合いが強いことから、

売上は前年同期並みとなりました。防衛・通信機器事業は、通信機器市場が前年同期の大型案件に代わるものがな

かったことなどから、受注は前年同期を下回りましたが、官需市場が堅調であったことから、売上は前年同期を上

回りました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比1,820百万円（6.5％）増の29,863百万

円、営業利益は前年同期比969百万円（163.1％）増の1,563百万円、経常利益は前年同期比1,017百万円

（143.0％）増の1,729百万円、四半期純利益は前年同期比594百万円（126.7％）増の1,063百万円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

〔船舶港湾機器事業〕

当事業の商船市場では、円安と省エネ性能の優位性により国内造船所の新規受注が増加したものの、船腹量過剰

による新造船の建造隻数の減少、海運不況による在来船の機器換装の低迷が続いていることから、受注は前年同期

並みでしたが、売上は前年同期を大きく下回りました。

内航船市場では、老齢船の代替需要は依然として低迷しているものの、復興需要によりセメント運搬船等の新造

船が増加したことから、受注、売上ともに前年同期を上回りました。

海外市場では、欧米向けOEMジャイロコンパスの販売が順調に推移し、韓国及び中国の一部造船所の新規受注が

増えたことから、受注は前年同期を上回りましたが、ドル高円安により輸出採算性は改善したものの、依然として

欧州船主による新造船の注文キャンセル、納期繰延べなども続いていることから、売上は前年同期を下回りまし

た。

船舶関連機器の保守サービスは、商船市場での船腹量の増加等により、保守用の部品販売とサービス工事が共に

順調に推移したことから、受注、売上ともに前年同期を上回りました。

この結果、当事業全体として売上高は6,452百万円と前年同期比355百万円（5.2％）の減少、営業利益は24百万

円（前年同期183百万円の営業損失）となりました。

［油空圧機器事業］

当事業のプラスチック加工機械市場では、自動車関連設備や携帯端末向け需要が拡大したことから、受注は前年

同期を上回り、売上は前年同期並みとなりました。

工作機械市場では、東アジア向け需要は低調であったものの、国内向け需要が一般機械を中心に回復したことか

ら、受注は前年同期を上回り、売上は前年同期並みとなりました。

建設機械市場では、北米需要が回復したことに加え、復興需要が拡大したことなどから、受注、売上ともに前年

同期を上回りました。

海外市場では、韓国、中国、台湾の成形機向け需要が回復したことから、受注、売上ともに前年同期を上回りま

した。

油圧応用装置は、ダムゲート開閉油圧装置の販売が堅調であったものの、油圧試験装置、バルクキャリア船向け

ハッチカバー開閉装置及び一般産業機械向け大型物件の引き合いが低調であったことから、受注、売上ともに前年

同期を下回りました。

この結果、当事業全体として売上高は8,888百万円と前年同期比399百万円（4.7％）の増加、営業利益は563百万

円と前年同期比132百万円（19.0％）の減少となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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［流体機器事業］

当事業の官需市場では、上水道向け及び農業用水向け機器の繰上げ発注により順調に推移したことから、受注は

前年同期を上回りましたが、例年に比べ第４四半期への集中度合いが強いことから、売上は前年同期並みとなりま

した。

民需市場では、船舶接岸速度計の注文が遅れていることなどから、受注は前年同期を下回りましたが、売上は前

年同期並みとなりました。

海外市場では、受注は前年同期を上回りましたが、売上は前年同期並みとなりました。

この結果、当事業全体として売上高は1,082百万円と前年同期比11百万円（1.0％）の減少、営業損失は181百万

円（前年同期211百万円の営業損失）となりました。

〔防衛・通信機器事業〕

当事業の官需市場では、VTS用新型半導体レーダーの数量が増加したものの、航空機搭載電子機器、航空計器及

び艦艇搭載機器の修理工事及び部品販売が減少したことから、受注は前年同期を下回りましたが、救難ヘリコプタ

ーUH-60J能力向上機用レーダー警戒装置やVTS用新型半導体レーダー等の納入があったことから、売上は前年同期

を上回りました。

センサー機器市場では、地震計システムの国際入札が遅れていることなどから、受注は前年同期を下回りました

が、新商品のトンネル用姿勢方位検出装置（光ファイバージャイロコンパス）等の納入があったことから、売上は

前年同期並みとなりました。

通信機器市場では、前年同期の移動体衛星通信アンテナスタビライザーに代わる大型案件がなかったことなどか

ら、受注は前年同期を大きく下回りましたが、放送局向け機器等の納入があったことから、売上は前年同期並みと

なりました。

この結果、当事業全体として売上高は10,918百万円と前年同期比1,621百万円（17.4％）の増加、営業利益は849

百万円と前年同期比738百万円（660.0％）の増加となりました。

〔その他の事業〕

検査機器事業は、主力であるグラビア印刷市場では、海外向け需要が好調であったものの、素材市場、ビジネス

フォーム市場では、設備投資の低迷により需要が低調であったことから、受注、売上ともに前年同期を下回りまし

た。

防災機器事業は、消防庁の点検指導強化に基づく「ガス系消火設備の容器弁の安全性に係る点検」に関連する部

品販売及び交換工事が堅調であったこと、立体駐車場案件も順調に増加したことなどから、受注、売上ともに前年

同期を上回りました。

鉄道機器事業は、レール探傷車、遊間量測定装置、底部腐食測定装置等の販売が好調であったことから、受注は

前年同期を大きく上回り、レール探傷車及びデータ・デポシステムの納入があったことから、売上は前年同期を上

回りました。

この結果、当事業全体として売上高は2,522百万円と前年同期比166百万円（7.0％）の増加、営業利益は483百万

円と前年同期比87百万円（22.0％）の増加となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期末の流動資産は、前期末に比べて790百万円増加し38,323百万円となりました。これは、現金及び

預金が減少したものの、受取手形及び売掛金並びにたな卸資産が増加したことによるものです。また、固定資産は

前期末に比べて476百万円増加し、10,257百万円となりました。これは、投資その他の資産が増加したことによる

ものです。この結果、資産合計は、前期末の資産合計47,314百万円から1,266百万円増加し、48,579百万円となり

ました。

流動負債は、前期末に比べて1,236百万円増加し18,821百万円となりました。これは賞与引当金が減少したもの

の、支払手形及び買掛金並びに短期借入金が増加したことによるものです。固定負債は、前期末に比べて1,102百

万円減少し、7,308百万円となりました。これは、退職給付引当金及び長期借入金が減少したことによるもので

す。この結果、負債合計は前期末の負債合計25,994百万円から134百万円増加し、26,129百万円となりました。

純資産合計は、前期末の純資産合計21,319百万円から1,131百万円増加し、22,451百万円となりました。これは

利益剰余金及びその他有価証券評価差額金が増加したことによるものです。この結果、自己資本比率は前期末

44.6％から1.2ポイント増加し、45.7％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年３月期の連結業績予想については、平成25年５月10日に公表しました業績予想に対し、売上高は減少す

るものの、利益は原価率が改善することに加え、販売費及び一般管理費の削減等により営業利益、経常利益及び当

期純利益が好転する見通しであることから、業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（平成26年２月12日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,515 7,103

受取手形及び売掛金 13,666 15,636

商品及び製品 1,177 1,370

仕掛品 6,370 7,959

原材料及び貯蔵品 4,604 5,019

その他 1,202 1,238

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 37,533 38,323

固定資産

有形固定資産 5,654 5,744

無形固定資産

のれん 4 －

その他 188 136

無形固定資産合計 192 136

投資その他の資産

その他 3,988 4,429

貸倒引当金 △53 △53

投資その他の資産合計 3,935 4,377

固定資産合計 9,781 10,257

資産合計 47,314 48,579

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,030 6,065

短期借入金 8,675 9,447

未払法人税等 404 376

賞与引当金 996 555

その他 2,480 2,378

流動負債合計 17,585 18,821

固定負債

長期借入金 4,080 3,654

退職給付引当金 3,077 2,509

役員退職慰労引当金 334 286

資産除去債務 791 791

その他 128 68

固定負債合計 8,409 7,308

負債合計 25,994 26,129
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,218 7,218

資本剰余金 14 14

利益剰余金 13,698 14,509

自己株式 △193 △194

株主資本合計 20,736 21,546

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 448 688

為替換算調整勘定 △102 △22

その他の包括利益累計額合計 346 666

少数株主持分 237 238

純資産合計 21,319 22,451

負債純資産合計 47,314 48,579
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

売上高 28,043 29,863

売上原価 20,997 21,924

売上総利益 7,046 7,939

販売費及び一般管理費 6,452 6,377

営業利益 594 1,563

営業外収益

受取利息 7 4

受取配当金 46 49

生命保険配当金 37 37

持分法による投資利益 30 99

為替差益 0 －

その他 99 78

営業外収益合計 220 267

営業外費用

支払利息 85 80

為替差損 － 0

その他 17 21

営業外費用合計 102 101

経常利益 711 1,729

特別損失

固定資産除売却損 16 6

投資有価証券売却損 1 －

投資有価証券評価損 5 －

特別損失合計 21 6

税金等調整前四半期純利益 690 1,722

法人税等 251 657

少数株主損益調整前四半期純利益 439 1,065

少数株主利益又は少数株主損失（△） △30 2

四半期純利益 469 1,063
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（四半期連結包括利益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 439 1,065

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △53 239

為替換算調整勘定 0 78

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 2

その他の包括利益合計 △53 320

四半期包括利益 386 1,384

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 416 1,383

少数株主に係る四半期包括利益 △30 2

- 8 -

東京計器㈱　（7721）　平成26年3月期　第３四半期決算短信



該当事項はありません。

該当事項はありません。 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

（注）１．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、検品機器事

業、鉄道機器事業、防災機器事業、情報処理業、総合リース業、ファクタリング業、荷造・梱包

業、保険代理業、不動産の管理業などが含まれております。
２．セグメント利益の調整額△214百万円には、セグメント間取引消去△87百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社収益２百万円及び全社費用△129百万円が含まれております。全社収益

は、主に報告セグメントに帰属しない当社における研究開発活動に係る売上高であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、検査機器事業

（旧検品機器事業）、鉄道機器事業、防災機器事業、情報処理業、総合リース業、ファクタリング
業、荷造・梱包業、保険代理業、不動産の管理業などが含まれております。

２．セグメント利益の調整額△176百万円には、セグメント間取引消去△55百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社収益１百万円及び全社費用△122百万円が含まれております。全社収益
は、主に報告セグメントに帰属しない当社における研究開発活動に係る売上高であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント
その他の
事業

（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額
（注）３

船舶港湾

機器事業

油空圧

機器事業

流体

機器事業

防衛・通信

機器事業
計

売上高

外部顧客への
売上高

6,807 8,488 1,093 9,296 25,685 2,356 28,042 2 28,043

セグメント間
の内部売上高

又は振替高

63 83 0 45 192 824 1,016 △1,016 －

計 6,871 8,572 1,094 9,342 25,878 3,180 29,057 △1,014 28,043

セグメント利益

又はセグメント

損失（△）

△183 695 △211 112 412 396 808 △214 594

報告セグメント その他の

事業

（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書
計上額

（注）３

船舶港湾
機器事業

油空圧
機器事業

流体
機器事業

防衛・通信
機器事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
6,452 8,888 1,082 10,918 27,340 2,522 29,862 1 29,863

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

54 110 0 25 189 841 1,030 △1,030 －

計 6,506 8,998 1,082 10,943 27,529 3,363 30,892 △1,029 29,863

セグメント利益

又はセグメント
損失（△）

24 563 △181 849 1,255 483 1,738 △176 1,563
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